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	要約：本研究は，二酸化チタンを母材として，異種物質を複合した材料中に出現する異種物質（金属や半導体）の界面上で起こる電子状態を光（含紫外線）照射により刺激して電子授受を変化させて，新機能性の発現を目指すものである。マクロ的混合とミクロ的混合を試みている．マクロ的混合では，二酸化チタンと電気石（水浄化能を有するトルマリンとして知られる物質）の混合粉末を高温焼結することで界面状態を制御して，光触媒能と他の機能性の複合化を目指す．一方，ミクロ的混合では，高周波スパッタ膜に磁性鉄微粒子を孤立分散させて包含...

